
【教科全体の状況】 【学校質問紙調査】
　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

【児童質問紙調査】

全国

【分析】

○ ○

○

○ ○

○

【喜茂別町の学力向上策】

◎ 学習規律の徹底や生徒指導の機能を生かした授業改善

◎ 習熟度別少人数指導による個に応じたきめ細かな指導

◎ 実物投影機等のＩＣＴ機器の効果的な活用による基礎・基本の定着

■　喜茂別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：２校、児童数：11名）

教科

児童質問紙

学校質問紙

算数Ａ・Ｂにおける「図形」「数量関係」、国語Ａにおけ
る「話すこと・聞くこと」「書くこと」で全国、全道平均を
上回っている。

算数の授業において、ティームティーチングによる指
導を年間の授業のうちおよそ３／４以上で行った学校
の割合や補充的な学習の指導を行った学校の割合が
全国、全道を上回っている。

   【平均正答率（算数Ａ）の度数分布】

学校における補充的な学習指導
の充実や、学校の授業以外に学
習する時間の確保により、算数Ａ
における平均正答率が全国、全道
を上回っていると考えられる。

算数の授業における、ティーム
ティーチングによる指導により、個
に応じた指導の充実が図られ、算
数の学習は将来役に立つと思う児
童が多くなってきていると考えられ
る。

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき
に役に立つと思うと回答した児童の割合が全国を上
回っている。

家で学校の授業の復習をしていると回答した児童の
割合や、平日に学校の授業以外で１時間以上学習す
ると回答した児童の割合が全国を上回っている。
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注）179市町村の平均正答率を３ポイント刻みで示した棒グラフ
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％ 家で、学校の授業の復習をしていると回答した児
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算数の指導として、補充的な学習の指導を行った70.0
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67％未満 67%～70％未満 70%～73％未満 73％～76％未満 76%～79％未満 79%～82％未満 82%～85%未満 85％以上

※縦軸の数値は市町村数、横軸の数値は平均正答率を３％の幅で示している。
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【教科全体の状況】
　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【生徒質問紙調査】

【生徒質問紙調査】

【生徒質問紙調査】 【平均正答率（国語Ｂ）の度数分布】

全国

【分析】

○ ○

○

○ ○

○

【喜茂別町の学力向上策】
◎ 学習規律の徹底や生徒指導の機能を生かした授業改善

◎ 放課後や長期休業中の補充学習や個に応じたきめ細かな指導
◎ 実物投影機等のＩＣＴ機器の効果的な活用による基礎・基本の定着

■　喜茂別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：１校、生徒数：13名）

教科

生徒質問紙

学校質問紙

国語Ａ・Ｂ「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」、国語Ｂ「読むこと」で全国、全道を上
回っている。

読書を好きと回答した生徒や新聞を読んでいると回答
した生徒の割合が全国、全道を上回っている。

「朝の読書」などの一斉読書や、「書く習慣を付ける授
業」を行っている。

数学Ａ・Ｂ「図形」「関数」「資料の活用」、数学Ｂ「数と
式」で全国、全道を上回っている。

学校で、言語活動の充実を図った授業
や補充的な学習の指導を行ったことに
より、国語Ｂの平均正答率が全国、全
道を上回り、考えの理由が分かるよう
に書いている生徒の割合が高くなった
と考えられる。

学校で、放課後や長期休業中の補充
学習などの基礎・基本の定着を意識し
た指導を行ったことにより、分からない
ことをそのままにせずにその場で聞く
生徒の割合が多くなってきていると考
えられる。
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％ 授業中、分からないことをその場で先生に

尋ねる
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40％未満 40%～43％未満 43%～46％未満 46％～49％未満 49%～52％未満 52%～55％未満 55%～58%未満 58％以上

※縦軸の数値は市町村数、横軸の数値は平均正答率を３％の幅で示している。
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